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事

．霊

　　　　　　　　　

為
が

き

想

　

像

　

力

進
化
論
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は

「生
き
残
る
種
と
は
最
も
強
い

も
の
で
は
な
い
。
最
も
知
的
な
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

圏

　

男

変
化
に
最
も
良
く
適
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
い

瀧
靴

　

澄

る
。
今
か
ら
７
ｏ
ｏ
万
年
前
の
ア
フ
リ
カ
で
猿
人
が
誕
生
し

　

木

　

た
と
さ
れ
る
人
類
の
祖
先
。

「猿
人
↓
原
人
↓
旧
人
↓
新
人
」

　

藤

進
化
の
歩
み
は
単
純
で
は
な
く
、
お
よ
そ
２０
種
類
の
人
類
が

　

影

時
に
は
共
存
し
、
誕
生
と
絶
滅
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

撮

　　

２

　　

０
万
年
前
に
誕
生
し
た
、
私
た
ち
ホ
モ

・
サ
ピ
エ
ン
ス
。

　　　

５
万
年
前
に
先
祖
達
が
ア
フ
リ
カ
を
出
て
中
東
へ
進
出
し
た

　　　

時
、
そ
こ
に
は
別
種
の
人
類
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
暮
ら

　　　

し
て
い
た
。
彼
ら
の
最
大
の
特
徴
は
、
強
靭
な
体
。
レ
ス
ラ
ー

　　　

の
よ
う
に
筋
肉
隆
々
で
マ
ン
モ
ス
や
バ
イ
ソ
ン
な
ど
大
型
動

二

　　

物
を
狩
る
屈
強
な
ハ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
発

　　　

見
が
相
次
ぎ
、
言
語
を
操
り
、
高
度
な
文
化
を
持
っ
て
い
た

灘

　　　

可
能
性
が
高
い
事
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ネ
ア
ン

　　

デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
知
性
と
体
力
を
兼
ね
備
え
な
が
ら
、
お

　　　

よ
そ
４
万
年
前
に
絶
滅
し
た
。

き

　　　　

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
比
べ
る
と
、
私
た
ち
ホ
モ
・
サ

　　　

ピ
エ
ン
ス
は
華
著
で
、
力
も
ひ
弱
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

　　

ず
、
先
祖
達
が
地
球
上
で
唯

一

　

の
人
類
と
し
て
生
き
残
っ
た

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

わ
せ
る

「協
力
」
を
高
め
た
。
そ
う
し
て
人
口
を
増
や
し
て

　　　

い
っ
た
こ
と
で
、
脳
の
進
化
が
促
さ
れ
、
環
境
の
変
化
に
対

．総

　　

応
す
る
全
く
新
た
な
力

「想
像
力
」
を
獲
得
し
た
か
ら
だ
と

　　

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　　　　

「想
像
力
」
を
持
つ
も
の
は
、
地
球
上
で
は
私
た
ち
ホ
モ
・

　　　

サ
ピ
エ
ン
ス
し
か
い
な
い
。
圧
倒
的
な
対
応
能
力
で
あ
る
。
Ａ７
、

　　　

こ
の
力
を
ど
う
活
か
す
か
に
私
た
ち
の
未
来
の
み
な
ら
ず
、

　　　

地
球
の
未
来
も
か
か
っ
て
い
る
。

　　　　

私
の
利
益
を
追
求
す
る
為
だ
け
に

「想
像
力
」
を
使
っ
て

鶴
．

　　

い
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
の
変
化
に
対
応
出
来
無
く
な
る

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

　

圏　

　　

事
は
明
白
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

　　　

し
て
い
る
今
、
私
た
ち
の

「想
像
力
」
が
試
さ
れ
て
い
る
。

　　　　

笑
う
子
の
声
の
満
ち
る
や
雲
の
峰

　

な
お
規
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き
け
　
　

　

本
総
代
会
は
、
新
型
コ
○
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
臨
時
措

置
と
し
て
、
書
面
議
決
を
基
本
に

支
部
ご
と
の
出
席
者
を
限
定
し
て

行
う
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
＜
ら
し
の

助
け
合
い
の
会

「な
ん
な
っ
と
」

が
、
日
常
生
活
の
中
の
困
り
ご
と

に
組
合
員
の
枠
を
超
え
て
支
援
を

行
っ
た
。
ま
た
、
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

・
抱
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

医
療
生
協
な
５
で
は
の
活
動
と
し

て
続
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

経
営
に
関
し
て
は
、
法
人
全
体

で
改
善
が
進
み
、
当
期
未
処
分
剰

余
金
は
９
８
３
万
１
干
円
で
決
算

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は

職
員
の
皆
さ
ま
の
努
力
の
お
か
げ

で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

る
つ
ぼ
う
診
療
所
長
の
問
題
で

は
、
事
業
の
根
幹
と
な
る
診
療
所

の
経
営
基
盤
の
強
化
を
進
め
る
う

え
で
も
、
後
継
医
師
確
保
を
最
優

先
課
題
と
し
て
取
組
み
を
進
め
て

き
た
。
厳
し
い
状
況
の
中
、
兵
庫

民
医
連
の
お
力
添
え
ご
、
合
田
泰

幸
所
長
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

藤
井
先
生
に
引
き
続
き
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
但
馬
地
域
の

特
性
に
応
じ
を
医
療
と
介
護
の
連

携
や
、
支
部
の
見
守
り
活
動
と
合

わ
せ
て

「地
域
包
括
ケ
ア
」
の
中

核
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
と
期
待

を
し
て
い
る
。
な
お
、
医
師
確
保

の
課
題
解
決
の
だ
め
、
つ
な
が
り

情
報
も
含
め
た
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
だ
い
。

　

法
人
所
有
地
に
つ
い
て
は
、
豊

岡
市
が

「幼
児
教
育
・
保
育
及
び

放
課
後
児
童
の
あ
り
方
計
画
委
」

を
策
定
し
、
施
設
再
編
後
の
用
地

と
し
て
買
い
戻
し
た
い
と
の
意
向

が
あ
っ
た
。
建
設
推
進
委
員
会
か

ら
の
中
間
報
告
を
基
に
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

２
０
２
「
年
度
か
ら
５
ケ
年
の

「後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る

年
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
医
療
と
介
護
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
必
要
性
、
緊
急
性
、

事
業
効
果
な
ど
を
考
慮
し
、
実
現

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
だ
い
。

　

終
わ
り
に
、
退
任
さ
れ
る
理
事

の
皆
さ
ま
の
働
き
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
お

願
い
し
だ
い
。

　

２
０
２
０
年
度
の
事
業
と
運
動
の

す
す
め
方
等
、
６
議
案
を
提
案
し
た
。

　
　

　
　

二
‐１

　

葉

総

　

　

　

　
　
宅

　　

千

壕
継
ぎ
繍

　　　　　　　

　
　

　

２
０
２
０
年
度
の
運
動
方
針
案

の
中
の
「後
期
基
本
計
画
の
策
定
」

に
つ
い
て
、
法
人
所
有
地
の
有
効

活
用
を
図
り
、
医
療
・介
護
・組
合

員
活
動
が

一
体
と
な
っ
た
も
の
を

作
る
べ
き
だ
。
デ
イ
サ
１
ビ
ス
や

特
養
な
ど
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
、

一
般
企
業
と
は
違
う
医
療
生
協
ら

し
い
施
設
を
作
る
こ
と
を
望
む
。

夢
を
描
け
れ
ば
増
資
も
進
む
。
但

馬
全
体
で
の
活
動
も
展
望
し
だ
い
。

新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
か
ら
、
必
要
な
こ
と
は
公
立
・

公
的
病
院
の
統
廃
合
で
は
な
＜
、

確
保
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
見
え

て
き
た
。

「地
域
医
療
を
ま
も
る

但
馬
の
会
」
の
活
動
は
重
要
だ
。

ま
た
豊
岡
で
、
子
ど
も
が
少
な

＜
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
廃
合
・
私

立
化
の
話
が
出
て
き
て
い
る
。
少

な
い
か
ら
統
廃
合
で
は
な
＜
、
］

つ
ナ
に
も
対
応
し
授
業
も
充
実
で

採

　

決

表

　

彰

き
る
少
人
数
学
級
に
す
る
良
い
機

会
で
は
な
い
か
。

「豊
岡
子
ど
も

の
幸
せ
を
願
う
会
」
と
協
調
し
て

運
動
を
進
め
て
い
こ
う
。

法
人
所
有
地
に
、
医
療
・
介
護
・

組
合
員
活
動
が
一
体
と
な
っ
た
施

設
の
建
設
が
進
む
よ
う
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

公
立
病
院
問
題
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
と
連
携
し
て
但
馬
全
体
の

運
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
廃
合
・

私
立
化
に
つ
い
て
は
、
豊
岡
市
か

ら
法
人
所
有
地
を
使
い
た
い
と
打

診
が
あ
っ
た
。
こ
の
広
大
な
土
地

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
＜
。

　

当
日
出
席
で
な
い
方
の
発
言
へ

の
回
答
は
、
別
紙
を
ご
覧
′く
だ
さ
い
。

支
部
表
彰

　

日
高
支
部

（活
発
な
活
動
）

職
員
勤
続
表
彰

勤
続
２０
年

　

野
竿
裕
美
さ
ん

勤
続
１０
年

和
田
茂
孔
さ
ん

　　　　　

津
称
鹿
佳
代
さ
ん

　　　　　

宮
田
由
紀
さ
ん

　　　　　

数
森
章
子
さ
ん

　

提
案
さ
れ
方
す
べ
て
の
議
案
は
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
方
。

２０２０年７月１５日（２）
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第１５０号

　

２５回通常総代会６月２０日（土）

「だれもが健康で安心して住みつづけ
られるまちづくりをすすめます」
全国３８事業所・団体からメッセーン

に
ｙ
　　　第押

安
木

　

洪

　

理
事
長
あ
い
さ
つ

討

　

論

るつぼう通信



安
木

　　

洪

（理
事
長
・
代
表
理
事
）

木
下

　

和
茂

（副
理
事
長
）

西
垣

　　

栄

（副
理
事
長
）

藤
井

　

高
雄

（副
理
事
長
）

松
本

　

幹
雄

（専
務
理
事
・代
表
理
事
・新
任
）

第１５０号

理
事

るつぼぅ通信

池
田

　

恵
子

井
塚

　

郁
子

（新
任
）

稲
葉

　

一
明

（新
任
）

梅
垣

　

恵
子

江
中

　

陽
子

岡
本

　

妙
子

川
嶋

　

正
弘

（新
任
）

小
坂
み
ど
り

（新
任
）

佐
伯

　

久
雄

谷
岡
ま
さ
子

中
川

　

健
一

彦
坂

　

陽
子

藤
原

　

敏
憲

古
池

　

佳
子

前
田

　

恵
利

（新
任
）

宮
本

　　

徹

（新
任
）

宮
本

　

加
代

（新
任
）

吉
垣

　

忠
和

（新
任
）

和
田

　

茂
孔

和
田
八
千
代

２０２０年７月１５日（３）

名
誉
理
事
長

前
田

　

貞
夫

千
葉

　　

格

監
事伊
藤

　

邦
明

中
村

　

典
子

橋
本

　

一郎

退
任
理
事

　

足
立

　

重
明

石
黒

　

誠
一

稲
葉
世
津
子

大
森

　　

博

戸
田

　

悦
造

土
野

　

郁
子

湊
崎
紀
代
美

森
浦

　　

繁

和
田

　

邦
子

　　　　

任

い

　

　

　

　
　

　
　　

新
田
・
中
筋
支
部

稲
森

　

久
子

岡

　

美
佐
子

小
田
垣
洋
子

神
尾
与
志
鹿

島
貫

　

敏
乃

高
橋

　

増
子

田
中

　

貞
子

広
瀬

　

幸
子

村
岡

　

鹿
子

和
田

　

和
人

井
上

　

久
子

奥

　　

君
子

金
淫

　

久
子

小
西

　

一
美

高
田

　

雅
子

高
見

　

久
子

南
北
美
津
枝

藤
田
喜
久
子

村
岡

　

敏
和

神
美
支
部

秋
和

　

吉
数

岡
本

　

邦
夫

田
中
千
代
野

中
西
さ
よ
子

和
田

　

妙
子

鶴
城
支
部

稲
葉

　

麗
子

越
智
さ
か
枝

高
垣

　

圭
介

　

中
島

　

嗣
夫

福
井

　

康
子

亀
城
支
部

安
治
川
敏
明

　

足
立
美
都
子

　

河
本

　

直
枝

千
葉

　　

格

　

西
垣

　

桂
子

山
西

　

洋
平

北
西
支
部

　

伊
藤
美
恵
子

　

上
田

　

伴
子

　

長
野

　

桂
子

　

福
井

　

朋
子

宮
本

　

利
明

米
田
も
と
み

日
高
支
部

　

大
植

　

厚
子

　

岡
本

　

介

　

曽
我

　

律
子

　

長
岡

　

正
樹

　

柳
沢

　

義
春

朝
来
支
部

　

安
保

　

嵐
子

　

藤
室

　

清
子

大
上

　

梅
子

岡
本
留
美
子

中
島

　

昌
己

涜
上

　

妙
子

若
崎

　　

勇

正
垣

　

利
秋

竹
中

　

明
規

福
井

　

圭
三

安
治
川
陽
子

木
下

　

賢
司

高
尾
伊
津
美

千
葉

　

保
子

森
田

　　

治

池
田
志
津
恵

中
家

　

和
美

福
井

　

茂
夫

前
田

　

嶺
子

村
岡
ま
ゆ
み

和
田

　

忠
司

岡
本

　

智
子

尾
崎
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介

雲
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正
年
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原

　

広
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小
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滋
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井

　

康
正
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紀
子

西
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信
義

湊
崎
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数
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章
子

瀬
渡
亜
由
美

西
田

　

彩
乃

古
谷

　

弥
生

能
の
低
下
、
］
ミ
ユ
ニ
ケ
１
シ
ョ

ン
機
会
の
減
少
な
ど
様
々
な
問
題

が
身
近
な
と
こ
ろ
で
顕
在
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ズ
コ
□
ナ
。
新
し
い
生
活

様
式
が
提
唱
さ
れ
る
中
、
組
合
員

活
動
も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
い

た
健
康
ま
つ
り
は
、
残
念
な
が
ら

中
止
を
余
儀
な
＜
さ
れ
ま
し
た
が
、

く
ら
し
の
助
け
合
い
の
会

「な
ん

な
っ
と
」
の
喫
茶
店
が
、
コ
□
ナ

対
策
を
講
じ
な
が
ら
再
開
。
徐
々

に
賑
わ
い
が
取
り
戻
さ
れ
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

診
療
所
の
医
療
体
制
の
確
立
、

新
施
設
の
建
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
担
い
手
確
保
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に

２
０
２
１
年
度
か
ら
５
年
間
の
方

針
を
示
す
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
左
じ
誌
医
療
生
協
が
組

合
員
の
皆
様
の
活
発
な
参
加
を
通

し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
＜
よ
う
、

微
力
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
指
導

ご
鞭
挺
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
第
２５
回
通
常
総
代
会
、

第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
専
務
理

事
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
平
穏
な
暮
ら
し
は
、

新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
一
変
し
ま
し
た
。
３
密
、

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、
ソ
１
シ
ヤ
ル

・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
今
ま
で
耳
に
し

な
か
っ
た
言
葉
が
す
っ
か
り
生
活

の
中
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

外
出
自
粛
な
ど
の
行
動
制
限
に

よ
り
、
高
齢
者
の
孤
立
、
身
体
機

２
０
２
０
年
度
総
代

新
専
務
理
事
あ
い
さ
つ

松

　

本

　

幹

　

雄
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１

　　

！

１

　

「がん」と向き合って １２ 和田 邦子

　　

１１
「

　

５． 最後に

私がこの手記を「がんとの闘し、」ではなく、 「がんと向き合つて」としたのにはそれな
りの意０未があります。最初は、がんになったことに絶望し「がんと闘うぞ」という気持ち

でいました。色々考え、自分の生活を見つめ、行動してい＜うちに、誰の身体の中にもあ
るがん細胞が身体の中でうまく調節し、出てこないようにすること、言い換えればうまく
共存するように付き合ってい＜ことが大切ではないかと思うようになったからです。また、
私のがんは偶然といいますか、運がよかったといいますか、たまたま発見していただきま
した。がんは自覚症状がなかなか出ません。だからこそ早期発見のためには検診が大切で
す。現在、残念ながら卵巣がんの検診はありません。しかし今では、多くのがんが、血液
検査で分かるようになっています。これからはもっと多＜のがんが、簡単に早期発見できＩ
…

　

るようになることでしょう。検診の大切さを改めて感じています。
…

　　

△□

　

Ｒ 一

　　　

重

　　　

′ ゴ

　

ー

　　

ぃ

　

賢

　

一

　

今回がんについて書かせていただいたのですが、これは、私一個人のがんへの考え方で、
参考になることはないかも分かりません。また、はじめに書きましたように、 がんとの向
き合い万七人それぞれです。しかも今は多＜の薬や治療法があります。ですから決して、
私の考えがベストだと断定するものでもありません。私の考え方や行ってきたことが、さ
さやかでも誰かのそして何かのお役に立てればと思い書かせていただきました。

　

この文を書かせていただいたのは、がんが牌臓に転移して間もないころでした。
あれから３年、２０「９年（令和元年）７月に脊椎管狭窄症の治療中にがんが骨に転移し
ていることがわかりました。骨に転移していたので、もうこれでがんとの付き合いも終わ

りかなと思いましたが、それから１年、まだ生きています。振り返ると８年間、 がんと向

き合ってきたことになります。しかし、今後どううまく付き合っていけるか自信はありま

せん。これからも転移したがんが、私の中で静かにしていてくれますようにと願いつつ、

私の免疫力を上げることにつながっていると思うからです。

今自分のできることやしたいことを続けていきますｏそのことが

蝿 伊

　

最後に、これを読んで＜ださった方へ。

　

もし私ががんで逝ったということがわかった時には、よく

頑張って付き合ったねと褒めてやってくださいね。 基幹
細
か

　

湯

　

湯
い

　　

田丁

　　

町
男

　

姫

　

姫

　　　　　　　　　

－

　

－

　　

長い間読んでいただきありがとうございました。
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た
じ
ま
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療
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今
年
の
総
代
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は
第

締 併 ム し 次 前 ン 様 正 イ 添 に ク ま

　　　　　　　　

何 組
め せ で ま 号 を

　

卜 に 解 メ え 対 イ た は ⑥ ⑧ ④

　

回合
‘ の 弓 の お し

　

、者 越 て す ズ は が

　

Ｙ ▼ ▼

　　

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

だ の

ま
た
は
待
合
室
の
応
募
箱
に
て
、

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を

添
え
て

「た
じ
ま
医
療
生
協
ク

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

次
号
の
る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表

ム
で
の
記
載
を
ご
希
望
の
万
は
、

併
せ
て
ご
記
入
＜
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
８
月
佑
日
で
す
。
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〒６６８‐０８５１

豊岡市今森４６５－１

だじま医療生協クイズ係
ＦＡＸ０７９６‐２４‐７０１０

メールアドレス
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（シー′－孝二二） 有子山城跡～但馬守護山名氏の城② 第３回

　

西尾孝昌
有子山城は出石川右岸、出石城下の南側、標高３２１．５ｍの有子山山頂に所在する。城下との比高は約３１０ｍと高＜、
東西約７４０ｍ・南北約７８０ｍの城域をもつ大城郭である。山頂に至るには、出石城の稲荷曲輪左側の尾根筋を直登す

る （約４５～６０分）。
永禄１２年（１５６９）８月此隅山城落城後、山名祐豊は但馬を脱出して泉州堺（大阪府堺市）に逃れだか、 織田信長

の御用商人今井宗久の斡旋で但馬に帰国し、天正２年（「５７４）頃有子山城を築城した。天正３年（１５７５）春には、 「尼

子掃討」を目的として「芸恒和睦」 （山名氏と毛利氏の同盟）が成立する。同年１０月には、毛利万の丹波黒井城主

荻野直正が太田垣輝延の竹田城と祐豊の有子山城を急襲する。その救援を信長の部将明智光秀に要請している（八

木豊信書状「吉川家文書」）。この頃から織田党と毛利党の対立が先鋭化して＜る。特に天正４年（１５７６）２月信長

に京都を追放された将軍足利義昭が備後国緬に逃れ、毛利輝元に幕府再興を依頼して以降友好関係を保っていた毛
利と織田は敵対関係に入り、但馬は毛利と織田との「境目」となる。天正５年（「５７７）１１月羽柴秀長の第一次但馬

進攻により南但は制圧され、秀長は竹田城を拠点とする。天正６年（１５７８）４月１８日に１、織田万の宵田城城督伊藤

与三左衛門尉・宵田城主・（垣屋光成）らと毛利万の轟城主垣屋豊続・古志重信・宇山久信らが「宵田城」・「水生

城古城」の戦いで激突した。この戦いは、豊続の子兵部丞が伊藤与三左衛門尉を討ち取るなど毛利党が一時的に勝

利した。この時祐豊・氏政父子は毛利党の支援を行わず日和見の姿勢であった。吉川元春ー古志重信宛の書状の中

で、 「出石（祐豊・氏政）の御事、今に敵共味方とも相澄まず、去る頃宵田表へ豊続相戦われ候時も、出石より少

人数成りとも差出され候わば弥勝利だろべ＜候に、其の儀無きの由に候、世上を見合さる趣きに候哉」と記してい

る（垣屋豊続書状「田結庄文書」・毛利輝元書状写「垣屋文書」・吉川元春書状「牛尾家文書」など）。このよう

な姿勢の祐豊父子に対し、宵田・水生城の戦いから１ケ月だった同年５月１６日、秀吉は出石郡の知行と居城 （有子山

城）安堵を条件に織田方に与同するよう誘っている（羽柴秀吉書状写「村岡山名家文書」）。さらに秀吉は同年６月、
但馬の国衆を竹田城に召し出している（『信長公記』）。その後祐豊父子は織田方の誘いに応じなかったようで、
天正８年（１５８０）３～５月秀長の第二次但馬進攻の時、有子山城は落城している（羽柴秀吉禁制『福成寺文書』）。
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三喜憂三豊善三；キ特撰ギメｒ」一三＼＼

つぽう診療所診

　

療

　

時

　

間

診療体制 月 火 水 木 金 土

午前
９時～１２時

○ ○ ○ ○ ○ ○

午後 ／ ～往診・予防接種～

夜間
１６時～１８時／ ○ 〇

受付時間

　

午前診療

　

受付８：３０～１２：００

　　　　

午後診療 受付１５：３０～１８：００
日曜・祝日休診

診療所所長医師・非常勤医師
診 療 所 看 護 師（非常勤）
診療所放射線技師（非常勤）
訪問看護師（常勤・非常勤）
理学療法±・作業療法士（常勤非常勤）
ヘ

　

ル

　

パ

　

ー （登

　

録）

訪問入浴看護師（非常勤）

　　

担当：松本・…頼渡まで

、（÷ＴＥＬ０７９６‐２４‐７
０３５）ノ

〒６６８０８５１豊岡市今森４６国 臨ま：繋留

　

診療所所長医師弓Ｅ常勤医師

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所えかお窄参会：酷暑

訪問看護ステーションぇがお”に罫書乏
ヘルパーステーションぇ筋 窄養：宣子墨

訪問入浴サービスぇかお 窄落豆擢

ｉＥそぎ，　　　
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□
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り
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塩
小
さ
じ
１
／
３
を

　

ま
ぶ
し
、
し
ん
な
り
し
た
ら
水
け
を

　

絞
る
。
ご
ま
油
小
さ
じ
２
で
妙
め
、

　

Ａ
で
調
味
し
て
取
り
出
し
て
お
く
。

②
ナ
ス
は
へ
だ
き
取
っ
て
縦
半
分
に
切

　

り
、
３

圃
の
薄
切
に
す
る
。
塩
小
さ

　

じ

／
２
を
ふ
り
、
し
ん
な
り
し
た

　

ら
水
け
を
絞
る
。
ご
ま
油
大
さ
じ

　

で
妙
め
、
焼
き
肉
の
だ
れ
大
さ
じ
２

　

を
か
５
め
る
。

③
豚
肉
は
食
べ
よ
い
大
き
さ
に
切
り
、

　

焼
き
肉
の
だ
れ
大
さ
じ
２
を
か
ら
め

　

る
。
ご
ま
油
小
さ
じ
２
で
焼
き
色
か

　

つ
＜
ま
で
妙
め
る
。

④
ご
は
ん
を
器
に
盛
り
、
①
②
③
と
キ

　

ム
チ
を
の
せ
て
白
ご
ま
を
ふ
る
。

物
≦
－
－
－
－
，．－
－
１
１
…
…
１
－
－
－
－
－
－
－
－
－
１
１
１
・ｔぜ

川
戸
宏
子
さ
ん
の

「わ
た
し
の

お
す
す
め
料
理
」
は
今
回
で
終
わ

り
で
す
。
８
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
ご
執
筆
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一言

１
１
１
１
言
１
１
１
１
１
１
１
１
１
三
一

ー－

　　　　

－

　　

十

　　　　　

一： し ▲２
０
▼▲Ｚ
Ｏ
▼

「国
民
平
和
大
行
進
」

　

今
年
は
新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
全
国
の
通
し
行
進
も

な
＜
、
行
進
の
ニ
ユ
１
ス
や
６
日

広
島
・
９
日
長
崎
の
国
際
大
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
信
さ
れ
ま
す
。

但
馬
で
の
取
り
組
み
は
４
日
河

梨
峠
で
京
都
府
よ
り
引
継
ぎ
、
９

日
鳥
取
県
に
引
き
継
ぐ
ま
で
、
宣

伝
力
１
の
み
で
核
兵
器
廃
絶
・
被

爆
者
援
護
を
訴
え
ま
す
。

　

世
界
で
唯
■
被
爆
国
の
日
本
が

核
兵
器
廃
絶
の
条
約
に
批
准
も
せ

ず
国
際
世
論
、
流
れ
に
背
を
向
け

続
け
て
い
る
ご
と
は
、
情
け
な
い

残
念
な
事
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

力
は
小
さ
く
て
も
、
集
ま
れ
ば
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

「核
兵
器

廃
絶
」
の
署
名
を
国
連
に
届
け
ま

し
よ
う
。

ミ ム ー一
二
－，
二
′‐‐－－三一、」

　　

　

　　
　
デ
ー
，

ー．　　
　

　
　
　
　

　　　　　
　

　　

リ

　

，．か

　

　　

　

　

　　

２

　　

２

　　

、｝
／

　　

２

曙

じ

じ

　

曙

じ

２０

　

さ

　

さ

　

２

　

０

　

さ

ごま油……………………………小さじ２

焼き肉のだれ （市販品） …‐‐…大さじ２

キュウリ…………………２本 （約２００ｇ）

Ａ

　　

すりごま…………………小さじ２

　　

砂糖……………………小さじ１／２

焼き肉のだれ （市販品） ………大さじ２

ハクサイキムチ ……………適量 （５０ｇ）

　
　
　
　
　

Ａ

　　

ご

　

ナ

　

ご

「私
の
お
す
す
め
料
理
」
⑳

た
っ
ぷ
り
の
夏
野
菜
と
キ
ム
チ
を
添
え
て
！

簡
単
ビ
ビ
ン
バ

管
理
栄
養
士

　　

川

　

戸

　

宏

　

子

な
ん
な
っと
通
信

「な
ん
な
っ
と
」
を
利
用
さ
れ

た
方
か
ら
、
次
の
よ
う
な
お
手

紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「な
ん
な
っ
と
」
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
っしと
で
す
。
眼

の
手
術
の
紹
介
状
を
携
え
て
某

眼
科
で
受
診
し
ま
し
た
。
検
査

後
に
説
明
会
と
手
術
日
を
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
日
程
に
不
都
合

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
付
添

人
が
必
要
で
し
た
。
近
隣
に
居

住
す
る
弟
妹
は
事
情
が
あ
り
、

無
理
が
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

支
部
の
万
に
相
談
し
て

「な
ん

な
っ
と
」
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

ま
し
た
。
翌
日
快
諾
の
お
返
事

を
い
た
だ
き
、
窮
状
を
解
消
で
き

ま
し
た
。
３
日
と
も
同
じ
万
の
、

さ
り
げ
な
＜
濃
や
か
な
対
応
と

看
護
を
受
け
て
、
順
調
に
手
術

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
活
の
支
援
を
求
め
る
領
域

や
人
□
が
増
加
す
る
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
「な
ん
な
っ
と
」

事
業
の
重
要
性
と
、
更
に
個
々

の
要
望
に
懇
切
な
対
応
を
い
た

だ
い
た
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
方
支
部
Ｙ
・
Ｈ

るつぼう通信

炊きたてのご飯………４杯分 （約６００ｇ）

豚こ弐切れ肉

２０２０年７月１５日（６）


